
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 本年 4 月に実施した全国学力調査（３年生対象）の結果概要は次のとおりです。  
国語・数学ともに，Ａ（知識）について，相当数の生徒が今回出題された学習内容をお

おむね身につけている，Ｂ（活用）については，知識・技能を活用する力を更に身につけ

させる必要がある，また，質問紙調査では，おおむね良い傾向にあるとの結果でした。  
今後の指導改善に生かしていきたいと考えております。以下，主な特徴です。 

＜○：相当数の生徒ができている点，●：課題のある点＞ 

【国語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学】 

 

 

 

 

 

 

 

【質問紙調査】 
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全国学力・学習状況調査（全国学力テスト）の結果について 

○聞き手を意識して使用する語句を工夫したり，話し手の意図を理解すること。  
○適切な表現で目的に沿った質問をすること。  
○語句の意味を理解して文脈の中で正しく使うこと。  
○必要な情報を収集し，表現に生かすこと。  
●文脈における自然描写を的確に読み取ること，文脈に即して漢字を正しく書くこと。  
●手紙の後づけを適切に書くこと。  
●資料に表れているものの見方や考え方をとらえ，伝えたい事柄や考えを明確にして書

くこと。  
●広告カードを比較して，共通して書かれている情報を読み取ること。  

○指数を含む計算，式の値を求めること，一元一次方程式を解くこと。  
○基本的な平面図形の性質を理解すること。  
○平行線と直線でできる角の性質や同じ弧に対する円周角と中心角の関係を理解するこ

と。  
●文字式が表わす意味や方程式における移項の意味を理解すること。  
●問題解決の方法を数学的に説明すること。  

○朝食を毎日食べていること。  
○学校の部活動に参加していること。  
○運動，スポーツをして体を動かしていること。  
○学校に持って行くものを前日か，その日の朝に確かめていること。  
●自分に良いところがあると思っていること。  
●家庭で勉強すること。  
●将来の夢や希望を持っていること。  
●家で自分の興味のあることを調べたり勉強したりすること。  


